
畿内倭国 350 ～ 400 年三角縁神獣鏡

畿内300 ～ 350 年東晋（南の王朝）画文帯神獣鏡

九州北部260 ～ 300 年晋・西晋（北の王朝）位至三公鏡

九州北部200 ～ 250 年魏（北の王朝）長宣子孫銘
内行花文鏡

（邪馬台国の会：第212回講演会資料を元に一部改変して作成）

※宮と陵の場所は、宮内庁の比定によるもの

形式 原産地 時期 主な出土地

47 ㎞

12 代 景行天皇

滋賀県大津市
高穴穂宮

奈良県天理市

たかあなほのみや しぶたにむかいやま やまのべのみちのえのみささぎ

渋谷向山古墳（山邊道上陵）宮 陵 距
離

35 ㎞

13 代 成務天皇

滋賀県大津市
高穴穂宮

奈良県奈良市

たかあなほのみや  さ き いし づか やま さきのたたなみのいけじりのみささぎ

佐紀石塚山古墳（狹城盾列池後陵）宮 陵 距
離

500 ㎞

14 代 仲哀天皇

福岡県福岡市東区
訶志比宮

大阪府藤井寺市

かしいのみや えがのながののにしのみささぎ

岡ミサンザイ古墳（惠我長野西陵）宮 陵 距
離

20 ㎞

神功皇后（15 代応神天皇の母）

奈良県桜井市
磐余若桜宮

奈良県奈良市

いわれわかざくらのみや  ご さ し さきのたたなみのいけのえのみささぎ

五社神古墳（狭城盾列池上陵）宮 陵 距
離

28 ㎞

21 代 雄略天皇

奈良県桜井市
泊瀬朝倉宮

大阪府羽曳野市

はつせあさくらのみや たじひのたかわしのはらのみささぎ

高鷲丸山古墳・高鷲平塚古墳（丹比高鷲原陵）宮 陵 距
離

42 ㎞

26 代 継体天皇

奈良県桜井市
伊波礼之玉穂宮

大阪府茨木市

いわれのたまほのみや みしまのあいののみささぎ

太田茶臼山古墳（三嶋藍野陵）宮 陵 距
離

500 ㎞

35 代 斉明天皇

福岡県朝倉市
朝倉橘広庭宮

奈良県高市郡高取町

あさくらのたちばなのひろにわのみや おちのおかのえのみささぎ

車木ケンノウ古墳（越智崗上陵）宮 陵 距
離

二度に亘り神託を聞く天の岩屋事件等鬼道に仕え惑わすエピソード

弟に8代孝元天皇弟に須佐之男命弟あり、夫無し夫・弟

10代崇神天皇時代活躍孫の瓊瓊杵尊宗女台与後継者など

7代孝霊天皇の皇女伊邪那岐命の娘女王立　場

倭迹迹日百襲姫天照大神卑弥呼名　前

日本書紀古事記魏志倭人伝出　典

（NPO法人守山弥生遺跡研究会資料より）

※型式の数字が大きくなるほど、製作時期は新しくなる

6個、Ⅰ、Ⅱ式、
銅剣358、銅矛16本1983年荒神谷遺跡（島根県）

7個、Ⅰ、Ⅱ式2015年松帆銅鐸（兵庫県淡路島）

14個、Ⅱ、Ⅲ式　銅戈7個1964年桜ヶ丘遺跡（兵庫県）

24個、Ⅳ式のみ1981年、1962年大岩山遺跡（滋賀県）

39個、Ⅱ式、Ⅲ式1996年加茂岩倉遺跡（島根県）
出土数と型式発見年遺跡名

130 ㎞宇佐地方（大分県宇佐市南宇佐南宇佐2859）

288 ㎞西都原古墳群（宮崎県西都市大字三宅西都原）

48 ㎞吉野ヶ里遺跡（佐賀県神埼郡吉野ヶ里町田平1843）

58 ㎞平塚川添遺跡（福岡県朝倉市平塚444-4）
伊都国からの距離遺跡（邪馬台国候補地）

311516計

２２０高御産巣日神だけが
最高主権者的に行動

７７０高御産巣日神とペアで行動

22６16天照大御神がひとりで行動
計天の岩屋事件よりあと天の岩屋事件以前

３年岡山県児島郡吉備高島の宮―豊後水道速水の門

２ヶ月強広島県安芸郡安芸の国埃の宮８年岡山県児島郡吉備高島の宮

２ヶ月福岡県遠賀川郡筑紫崗の水門７年広島県安芸郡府中町安芸多祁理宮

―大分県宇佐郡筑紫の国兎狭１年福岡県遠賀郡芦屋町筑紫岡田の宮

―豊後水道速水の門―大分県宇佐市宇佐豊国、宇沙

（安本美典『倭王卑弥呼と天照大御神伝承』による）

日本書紀 現在の場所 年数年数現在の場所古事記

※速水の門＝ハヤスイノト⇒位置は明石海峡 （邪馬台国の会：第228回講演会資料より、登場人物は省略）

（安本美典『邪馬台国への道』掲載表を簡略化）

 あ き た け りの みや

帯方郡～狗邪韓国

狗邪韓国～対馬

対馬～壱岐

壱岐～末廬国（呼子）

末廬国～伊都国

伊都国～奴国

7000余里

1000余里

1000余里

1000余里

500余里

100余里

630 kｍ

95 km

100 km

52 km

53 km

16.5 km

90 m弱

95 m　

100 m　

52 m　

106 m　

165 m　

 合　計 10600余里 946.5 km 89 m弱

距離 魏志倭人伝の記述 実際の距離 １里あたりの距離

平原弥生古墳出土品が一括して国宝に指定される
発見から40年を経てようやく実を結ぶ

平成 18 年

未完成の『平原弥生古墳調査報告書』を
妻のイトノが退職金等で自費出版し完成

平成 3 年

生前楽しみにしていた「伊都歴史資料館」（現・伊都国歴史博物館）が
完成し、名誉館長として原田大六銅像が建立された

昭和 62 年

脳梗塞で倒れ西福岡病院において死去、享年68歳昭和 60 年
『朝日年鑑』『読売年鑑』に考古学者14名の1人として登録昭和 55 年
西日本新聞社から「西日本文化賞」を受賞昭和 53 年

原田大六を指導委員長とする第一次伊都国発掘調査
翌年第二次調査昭和 49 年

博多で開催の「伊都国王墓展」に三笠宮殿下お成りの際にご説明
現地伊都国をご案内する

昭和 44 年

小学校教諭の原田イトノと一文無しで結婚、終生の理解者を得る昭和 31 年
沖ノ島発掘調査に調査隊長として従事昭和 30 年
石ケ崎支石墓を発見、翌年『日本国家の起源』脱稿昭和 24 年
中山平次郎博士を訪問し師事、9年間にわたり考古学の講義を受ける昭和 22 年
現在の糸島市前原に生まれる（大正6年生まれ ⇒ 大六と命名）大正 6 年

昭和 40 年

運命の出会いとなる平原弥生古墳を発見、調査団長となる。遺跡から40
面の鏡や多数の副葬品を発掘、私財を投じて鉄筋の「平原遺跡出土品復
元室」を建設し、私費で大鏡復元を国宝修理師に依頼。本人も接着剤の
シンナー中毒に倒れるが古代最大の内行花文鏡を復元

 * 諸葛孔明＝諸葛亮は同一人物であるが、親しみのある諸葛孔明で表記した

228年：街停の戦いで馬謖が敗れる
234年：諸葛孔明が五丈原で司馬仲達と対峙する（五丈原の戦い）
 諸葛孔明が病死、蜀軍は撤退する

劉禅（在位：223年～263年）

207年：劉備は三顧の礼をもって諸葛孔明を軍師に迎える
208年：劉備は長坂で曹操に敗れる（長坂の戦い）
208年：諸葛孔明を呉国に派遣し孫権と同盟を結ぶ
209年：孫権の妹が劉備に嫁ぐ
219年：劉備は曹操を漢中から撤退させる
223年：劉備死去、劉禅が即位、劉備は死にあたって 諸葛孔明に丞相として
 その補佐を託した

劉備（在位：221年～223年）　諸葛孔明（181年～234年）蜀

　国

250年：孫亮を皇太子に立てる
252年：孫権が死去、孫亮が即位する

孫亮（在位：252年～258年）

 * 公孫氏は一時呉国と接近していたが、最終的には呉国の使者を斬って魏国に真義を誓った
 * 呉国の赤鳥2年は魏国の景初3年にあたり、赤鳥2年銘の銅鏡が出土しているのはその関係があるからである

208年：孫権が黄祖を討ち取り、父の仇を討つ
208年：孫権は周囲の反対を退け曹操と決戦を決断（赤壁の戦い）
215年：劉備に貸した荊州の返還を要求するも劉備が断る
229年：孫権が皇帝に即位し、都を建業に移す
233年：公孫淵を王に封じるが公孫淵はその使者を斬って魏国に送る

孫権（在位：229年～252年）呉

　国

265年：司馬炎は曹奐に禅譲させ、晋の皇帝になる

曹奐（在位：260年～265年）

263年：魏は大軍を率いて蜀国を攻め成都を陥落させ劉禅を降伏させる

曹髦（在位：254年～260年）

254年：司馬師はクーデターを起こし曹芳を退位させ曹髦を即位させる

曹芳（在位：239年～254年）

 * 邪馬台国卑弥呼の使者は、曹叡が病死し曹芳が即位する年に朝見していた可能性がある
 * 年号：景初3年から正始元年に変わる

239年：曹叡が病死し、曹芳が即位する

曹叡（在位：226年～239年）

 * この直後に邪馬台国卑弥呼は魏国に使いを出しているので、韓半島の状況をかなり詳細に把握していたと
  考えられる

222年：魏は孫権に息子を人質に要求するが拒否、魏は呉を攻める
226年：曹丕が死去、曹叡が即位
238年：司馬仲達は遼東半島に遠征し、公孫淵を滅ぼす

曹丕（在位：220年～226年）

204年：公孫度が死に、公孫康が遼東太子を継ぐ
213年：曹操は魏公となり、魏国の体制が整う
215年：蜀の漢中を征圧、劉備は孫権と荊州を分割して同盟を結ぶ
216年：曹操が魏王となる
220年：曹操死去

曹操（155年～220年）　司馬仲達（179年～251年）魏

　国

 そう ひ

 そう えい

 そう ぼう

 そう かん

出土地不明伝京都府木津川市
上狛古墳13.0晋：平縁神獣鏡291：元康□

呉の鏡兵庫県宝塚市
安倉高塚古墳17.0呉：平縁神獣鏡244：赤鳥七

山口県周南市
御家老屋敷古墳22.8魏：三角縁神獣鏡240：正始元

兵庫県豊岡市
森尾古墳22.7魏：三角縁神獣鏡240：正始元

群馬県高崎市
柴崎蟹沢古墳22.6魏：三角縁神獣鏡240：正始元

魏の年号に
存在しない

出土地不明　宮崎県？
辰馬考古資料館蔵17.0魏：斜縁盤龍鏡240：景初四

魏の年号に
存在しない

京都府福知山市
広峯15号墳17.0魏：斜縁盤龍鏡240：景初四

大阪府和泉市
和泉黄金塚古墳23.9魏：画文帯神獣鏡239：景初三

島根県雲南市
神原神社古墳23.9魏：三角縁神獣鏡239：景初三

呉の鏡山梨県市川三郷町
鳥居原狐塚古墳12.5呉：平縁神獣鏡238：赤鳥元

大阪府高槻市
安満宮山古墳17.4魏：方格規矩四神鏡235：青竜三

 

京都府京丹後市
大田南5号墳17.4魏：方格規矩四神鏡235：青竜三

（高城修三『大和は邪馬台国である』掲載資料を元に一部改変して作成）

（安本美典『大和朝廷の起源』　を元に一部改変）

【干支による日（年）の記し方】『日本書紀』の年と日は、干支（かんし：十支と十二支のくみあわせ）によって記されている。
たとえば、第1日（年）目が、甲子の日（年）であれば、第2日（年）目は、乙丑の日（年）である。10と12の最小公
倍数である60日（年）目ごとにおなじ干支の日（年）がまわってくる。

年号・西暦（年） 型　式 （cm）大きさ 出土地・古墳名 備　考

甲子

乙丑

丙寅

丁卯

戊辰

己巳

庚午

辛未

壬申

癸酉

甲戌

乙亥

丙子

丁丑

戊寅

きのえね

きのとうし

ひのえとら

ひのとう

つちのえたつ

つちのとみ

かのえうま

かのとひつじ

みずのえさる

みずのととり

きのえいぬ

きのとい

ひのえね

ひのとうし

つちのえとら

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

 こう し

 いつ ちゅう

 へい いん

 てい ぼう

 ぼ しん

 き し

 こう ご

 しん び

 じん しん

 き ゆう

 こう じゅつ

 いつ がい

 へい し

 てい ちゅう

 ぼ いん

きのえうま

きのとひつじ

ひのえさる

ひのととり

つちのえいぬ

つちのとい

かのえね

かのとうし

みずのえとら

みずのとう

きのえたつ

きのとみ

ひのえうま

ひのとひつじ

つちのえさる

甲午

乙未

丙申

丁酉

戊戌

己亥

庚子

辛丑

壬寅

癸卯

甲辰

乙巳

丙午

丁未

戊申

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

 こう ご

 いつ び

 へい しん

 てい ゆう

 ぼ じゅつ

 き がい

 こう し

 しん ちゅう

 じん いん

 き ぼう

 こう しん

 いつ し

 へい ご

 てい び

 ぼ しん

つちのとう

かのえたつ

かのとみ

みずのえうま

みずのとひつじ

きのえさる

きのととり

ひのえいぬ

ひのとい

つちのえね

つちのとうし

かのえとら

かのとう

みずのえたつ

みずのとみ

己卯

庚辰

辛巳

壬午

癸未

甲申

乙酉

丙戌

丁亥

戊子

己丑

庚寅

辛卯

壬辰

癸巳

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

 き ぼう

 こう しん

 しん し

 じん ご

 き び

 こう しん

 いつ ゆう

 へい じゅつ

 てい がい

 ぼ し

 き ちゅう

 こう いん

 しん ぼう

 じん しん

 き し

つちのととり

かのえいぬ

かのとい

みずのえね

みずのとうし

きのえとら

きのとう

ひのえたつ

ひのとみ

つちのえうま

つちのとひつじ

かのえさる

かのととり

みずのえいぬ

みずのとい

己酉

庚戌

辛亥

壬子

癸丑

甲寅

乙卯

丙辰

丁巳

戊午

己未

庚申

辛酉

壬戌

癸亥

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

 き ゆう

 こう じゅつ

 しん がい

 じん し

 き ちゅう

 こう いん

 いつ ぼう

 へい しん

 てい し

 ぼ ご

 き び

 こう しん

 しん ゆう

 じん じゅつ

 き がい

つちのととり

かのえいぬ

かのとい

みずのえね

みずのとうし

きのえとら

きのとう

ひのえたつ

ひのとみ

つちのえうま

つちのとひつじ

かのえさる

かのととり

みずのえいぬ

みずのとい

己酉

庚戌

辛亥

壬子

癸丑

甲寅

乙卯

丙辰

丁巳

戊午

己未

庚申

辛酉

壬戌

癸亥

つちのとう

かのえたつ

かのとみ

みずのえうま

みずのとひつじ

きのえさる

きのととり

ひのえいぬ

ひのとい

つちのえね

つちのとうし

かのえとら

かのとう

みずのえたつ

みずのとみ

己卯

庚辰

辛巳

壬午

癸未

甲申

乙酉

丙戌

丁亥

戊子

己丑

庚寅

辛卯

壬辰

癸巳

きのえうま

きのとひつじ

ひのえさる

ひのととり

つちのえいぬ

つちのとい

かのえね

かのとうし

みずのえとら

みずのとう

きのえたつ

きのとみ

ひのえうま

ひのとひつじ

つちのえさる

甲午

乙未

丙申

丁酉

戊戌

己亥

庚子

辛丑

壬寅

癸卯

甲辰

乙巳

丙午

丁未

戊申

甲子

乙丑

丙寅

丁卯

戊辰

己巳

庚午

辛未

壬申

癸酉

甲戌

乙亥

丙子

丁丑

戊寅

きのえね

きのとうし

ひのえとら

ひのとう

つちのえたつ

つちのとみ

かのえうま

かのとひつじ

みずのえさる

みずのととり

きのえいぬ

きのとい

ひのえね

ひのとうし

つちのえとら

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

43.

44.

45.

（安本美典『大和朝廷の起源』　を元に一部改変）

【干支による日（年）の記し方】『日本書紀』の年と日は、干支（かんし：十支と十二支のくみあわせ）によって記されている。
たとえば、第1日（年）目が、甲子の日（年）であれば、第2日（年）目は、乙丑の日（年）である。10と12の最小公
倍数である60日（年）目ごとにおなじ干支の日（年）がまわってくる。

 こう し

 いつ ちゅう

 へい いん

 てい ぼう

 ぼ しん

 き し

 こう ご

 しん び

 じん しん

 き ゆう

 こう じゅつ

 いつ がい

 へい し

 てい ちゅう

 ぼ いん

 こう ご

 いつ び

 へい しん

 てい ゆう

 ぼ じゅつ

 き がい

 こう し

 しん ちゅう

 じん いん

 き ぼう

 こう しん

 いつ し

 へい ご

 てい び

 ぼ しん

 き ぼう

 こう しん

 しん し

 じん ご

 き び

 こう しん

 いつ ゆう

 へい じゅつ

 てい がい

 ぼ し

 き ちゅう

 こう いん

 しん ぼう

 じん しん

 き し

 き ゆう

 こう じゅつ

 しん がい

 じん し

 き ちゅう

 こう いん

 いつ ぼう

 へい しん

 てい し

 ぼ ご

 き び

 こう しん

 しん ゆう

 じん じゅつ

 き がい

表Ⅳ - 1　干支一覧


